
「一学一践」研修まとめ 参加後 48時間以内にコピーを提出、感動の賞味期限は２４時間です！ 

 

一学一践シートは、自分の学びや気づきの１枚への凝縮、今までの自分の振り返り反省、学びを学びで 

終わらせない学びの実践化、自己成長、周りや会社への貢献・報恩に繋げるために活用しきってください。

一学一践は研修を受けての宿題です。自分の時間を使い改めて自分に落とし込んでいって下さい。 

 

１．今回、学んだこと。大切と感じたこと、気づいたことなど。テーマと具体的内容 

①テーマ（ 滅んだ民族の共通項、これは会社でも同じことが言える  ） 

内容  滅んだ民族の共通項を会社に置き換えると、「理念を失った会社は滅びる」「売上・数字だけに走り、 

ぬくもりを忘れた会社は滅びる」「自社の歴史を忘れた会社は滅びる」。歴恩史を知る、を知る大切さを痛感。 

【置き換え力を高めるリンク思考】 会社の歴史を会長や奥様に話していただき、自らも伝承していけるようになる。 

②テーマ（ 六士先生の教育への志の高さ、武士道を持った教師・日本人。 ） 

内容 台湾への教育の浸透のために命を捧げる事が出来るほどの覚悟と生き様。100年ちょっと前の同じ 

日本人でありながら、そのあり方の深さ強さに最近 1番の衝撃と反省を受けました。先人の生き方、恩恵に感謝。 

【置き換え力を高めるリンク思考】 共育へ執念を燃やす。今期共育体制整備元年とし、基礎をつくる。 

③テーマ（ 家庭内伝承                           ） 

内容 六士先生はじめ、真の想いは必ず通じ語り継がれる。語り継がれる生き様をする事、そして家庭内でも 

受けた恩を語り繋いでいく事の大切さ。台湾人の日本精神や日本愛の原点は先人の恩恵、伝統。 

【置き換え力を高めるリンク思考】 家庭で道徳や歴史の話しや絵本を読み伝えていく。まずはこども武士道。 

 

２．この研修の学び、今までの自分を振り返って 【反省、振り返りが成長への第一歩】 

 歴史を知ることの大切さを改めて実感しました。それと同じく自分で知ったものを伝え伝承していく事の大切さ、 

 歴史を知るという事は自ら知ろうと行動しない限り日常生活の中で入ってくるものでは早々ない。歴史へのアンテナ 

 が低かった事、まだまだ経験から学ぶ愚者でありました。 

３．今回の研修の中で自分にとって最も深い気づき 【頭の理解でなく、肚に落ちると大きく成長します】 

 六士先生の生き様。同じ日本人でここまでも違う。遠い昔ではないはずなのに。時代は変わっているので表現は 

違っても、大切なことを大切にしようとする強い想い、信念、志は変わってはいけない。士魂商才、道経一体を探求。 

 とにかく六士先生の生き様に衝撃を受けました！ 

４．この研修の学び、今後どんな自分になっていくか 【決意や覚悟、本気の想いは行動を変えます】 

もっと骨太な人間になります。そのためにも本質、原理原則を落とし込みます。道経一体の考え方や歴史背景を 

 もっと勉強し、知ること、実践すること、体現すること、伝承することを目指します。 

 

５．一学一践，3週間習慣化チャレンジ!! 【】 

  ◎出来た!!  ○チャレンジした!  ×次こそは 全体研修以外は３週間実践後朝礼にて振り返りを発表  

テーマ ① 道経一体経営を学ぶ 金 土 日 月 火 水 木 

実践事項 

「道徳経済一体思想」を毎日読む、ページ数は問わず 

実行期限： 1月 1８日から 

       

       

       

３週間実践の振り返り 全体研修：専用 Boxに提出 それ以外：朝礼で発表後、自分の一学一実ファイルにとじる 

 

研修・講演会名 
臥龍先生 

台湾研修 
受講日 2019年 1月 17日 氏名 長坂善人 
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